
あ
っ
だ
と
云
ふ
こ
と
は
確
に
否
む
こ
と
は
影
戯
・
得
ぬ
で
め

ろ
う
と
思
は
れ
る
。

　
こ
れ
等
に
討
っ
て
湾
ふ
れ
ば
太
閤
は
文
藝
に
鋼
し
て
十

分
の
黒
蓋
を
有
し
て
居
ら
れ
π
の
で
あ
る
G
趣
味
な
き
生

活
は
凡
て
軍
調
で
鍵
化
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
太
閤

は
そ
の
生
浴
を
飾
る
に
足
る
べ
き
講
學
の
志
、
文
藝
の
趣

味
が
あ
っ
て
、
之
を
善
用
し
て
潟
己
琶
的
の
倭
学
に
努
め

ら
れ
π
の
で
、
決
し
て
無
學
な
る
凶
の
武
弁
で
は
な
か
っ

π
の
で
あ
る
Q
か
く
太
閤
に
は
そ
の
内
溶
を
飾
る
に
足
る

べ
き
十
分
な
る
も
の
が
あ
っ
托
か
ら
、
之
を
そ
の
偉
夫
な

る
事
業
、
豪
放
な
る
計
書
と
甥
照
し
て
考
ふ
れ
ば
、
太
閤

の
人
物
が
倍
々
雄
大
で
あ
っ
だ
厨
以
も
戚
得
さ
れ
、
嘗
躊

上
下
を
暴
っ
て
威
服
し
だ
ウ
し
理
由
も
白
ら
明
亮
と
な
る

と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

算
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

汐

㎝

　
爾
漢
時
代
に
鎌
賦
と
い
ふ
名
に
依
っ
て
人
頭
貌
が
行
は

れ
だ
こ
と
は
隠
れ
も
な
い
団
扇
で
あ
る
。
其
の
箪
賦
の
擬

度
特
に
銭
百
二
十
を
一
路
と
す
る
捉
は
何
蒔
定
め
ら
れ
把

－
か
と
い
ふ
こ
と
、
鐸
賦
と
い
ふ
名
禰
の
意
義
喜
憂
賦
の
隠

第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
糞
賦
に
繭
い
て
の
小
班
究

繍

藤

繁

源
、
以
上
一
二
つ
の
問
頴
…
を
考
究
す
る
の
が
本
論
…
文
の
臼
的

で
め
る
Q

　
鋒
賦
の
綱
度
は
…
漢
書
囎
恵
齋
紀
六
年
の
顔
一
覧
古
の
譲
に

引
か
れ
だ
漢
律
の
文
、
鉾
に
詞
書
燈
高
帝
紀
今
年
の
誌

及
後
漢
書
鴎
一
光
武
帝
紀
建
武
二
十
二
年
の
章
擁
…
太
子
の

註
に
引
か
れ
陀
岩
崎
澆
の
丈
に
糠
っ
て
窺
ひ
知
る
こ
と
が

第
四
導

入
三
　
　
（
六
哺
四
）



第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
箪
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

塒
慮
る
Q
恵
帝
紀
六
年
の
註
に
鷹
勧
を
引
い
て

　
　
一
事
臼
。
剛
漢
律
。
人
毘
｝
鋒
。
鋒
百
二
十
銭
。

　
　
唯
資
人
與
奴
碑
倍
鋒
。

と
あ
る
。
鷹
衙
は
後
漢
の
露
礁
獄
帝
時
代
の
人
で
あ
る
◎

南
漢
に
重
て
は
、
質
倉
は
随
時
改
定
嬢
補
さ
れ
だ
か
ら
慮

砺
の
引
い
π
漢
律
は
露
獄
隣
代
の
隷
と
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
跨
○
次
に
高
帝
紀
の
註
に
は

　
　
郵
“
㍑
爾
瀧
肋
量
切
、
民
年
十
・
五
財
以
上
沓
冠
五
・
†
ふ
間
際
出
γ
齢
風
、

　
　
鶏
人
百
二
十
霧
協
一
算
↓
爲
レ
治
る
庫
兵
車
馬
幻

・
と
あ
る
G
後
漢
書
光
武
帝
ワ
紀
の
註
に
引
か
れ
だ
漢
儀
註
の

丈
も
大
壷
此
れ
と
憩
様
で
あ
る
。
漢
儀
注
編
纂
の
年
代
は

詳
で
な
い
が
、
曹
魏
の
蒔
、
陳
郡
の
丞
を
務
め
だ
如
淳
が

此
の
書
を
引
威
し
た
の
を
見
れ
ば
，
．
魏
以
前
の
編
纂
で
あ

る
こ
と
ば
疑
を
紹
れ
漁
○
さ
う
し
て
漢
奮
儀
・
漢
鶴
・
漢
官

写
ど
、
漢
の
鰯
度
を
書
集
め
だ
煮
物
は
大
抵
緩
漢
の
人
の

手
に
戒
づ
だ
こ
と
を
考
覆
せ
れ
ば
、
漢
儀
註
も
後
漢
の
時

代
に
出
來
だ
も
の
と
認
め
て
弗
差
支
あ
る
ま
い
。
僧
て
震

第
四
號
　
　
入
鴎
　
ニ
ハ
蝋
五
〉

に
撫
脚
げ
把
漢
律
羅
漢
儀
注
の
交
に
出
ろ
て
鋒
賦
は
十
五
歳

以
上
五
十
六
歳
以
下
の
民
か
ら
徴
牧
さ
れ
、
ご
算
翻
ち
其

の
一
入
分
は
鎧
百
二
十
で
あ
っ
π
こ
と
、
商
人
及
奴
鰺
は

一
人
に
鋤
し
て
糞
賦
二
人
分
が
徽
牧
さ
れ
だ
こ
と
算
賦
の

上
う
高
は
雄
兵
車
馬
の
費
用
に
充
て
ら
れ
だ
こ
と
が
知
ら

れ
る
Q
商
人
の
負
櫓
を
重
く
し
だ
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、

末
を
鞠
え
本
を
揚
ぐ
る
意
味
で
あ
ら
う
Q
奴
癬
の
簸
賦
は

其
の
醗
有
者
か
ら
取
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
．
共
の

籔
賦
を
締
す
る
の
は
、
や
が
て
奴
鋳
贋
有
者
の
負
欝
を
重

ぐ
す
る
燐
以
で
あ
っ
て
，
之
に
蝶
っ
て
闇
接
に
奴
鱒
の
増

加
を
防
が
う
と
企
て
だ
の
で
あ
ら
う
。
又
鋒
賦
が
劣
女
倶

に
罰
當
て
ら
れ
た
こ
と
、
並
に
結
婚
促
叢
の
爲
、
崇
婚
の

女
子
に
捌
し
て
、
特
に
算
賦
が
重
く
さ
れ
だ
こ
と
は
、
漢
一

書
恵
帝
紀
∫
ハ
年
十
月
分
保
に
女
子
年
十
五
以
上
至
昌
三
十
ボ

不
“
嫁
玉
筆
．
と
あ
る
に
櫨
…
つ
て
知
ら
れ
る
○

　
上
甑
の
緩
く
、
法
律
・
漢
薬
註
に
は
普
魎
一
人
分
の
箕
賦

を
百
二
十
鋳
と
傳
へ
て
居
る
が
、
此
の
規
…
鯛
は
何
蒔
定
め



ら
れ
π
で
あ
ら
う
か
。
莫
の
行
は
れ
だ
期
間
は
何
蒔
か
ら

何
時
ま
で
“
あ
っ
π
ら
う
か
。
漢
が
始
め
て
鱗
賦
を
設
け

セ
の
ば
高
秘
の
四
年
で
あ
っ
て
、
漢
書
登
高
帝
聾
年

の
條
に
は
八
月
初
爲
昌
鋒
賦
鴨
と
明
馨
し
て
あ
る
。
さ
う
し
て

電
量
注
の
文
を
引
用
し
だ
如
淳
の
註
は
、
此
の
條
の
顔
註

に
挿
ま
れ
て
居
る
か
ら
、
顔
師
古
も
、
如
淳
も
、
百
三
十

銭
を
一
鋒
と
す
る
こ
と
は
高
…
麗
四
年
八
月
面
素
麟
脚
設
の
時

に
定
め
ら
れ
覚
と
考
へ
た
で
あ
ら
う
。
縦
書
蜷
駄
＋
費
下
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
騨

傳
の
、
描
之
が
元
帝
に
醤
へ
π
言
に
は

　
　
孝
文
皇
帝
関
銑
中
國
未
サ
安
，
優
レ
武
行
γ
文
。
懸
漸
・
獄
歎
百
。

　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
民
賦
四
十
。
丁
男
三
年
而
一
事

と
見
え
る
が
、
註
に
之
を
解
説
し
て
「
如
淳
目
。
常
三
歳

百
二
十
。
歳
一
事
。
時
天
下
民
多
。
故
患
レ
賦
幽
十
。
三
歳
而
一

事
。
」
と
あ
る
。
此
れ
に
擦
れ
ば
如
淳
も
、
万
ハ
狂
気
の
説
を
肯

定
し
把
顔
師
古
も
高
訊
以
來
引
響
き
鋒
賦
一
人
分
百
二
十

銭
で
あ
っ
陀
の
を
、
文
帝
の
時
、
改
め
て
四
十
銭
に
減
じ
把

と
考
へ
π
や
う
で
あ
る
。
叉
同
書
航
轡
西
域
摘
下
、
渠
牽
國

、
　
　
　
第
四
燈
　
　
研
究
　
　
鐸
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

の
條
に
、
武
帝
面
隠
中
の
認
を
煽
げ
て

　
　
征
郷
中
。
融
上
廼
下
“
詔
、
深
陳
ゼ
既
往
之
悔
一
q
前
有
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
奏
欲
γ
盆
轟
民
賦
三
十
輔
助
寧
需
用
昌
是
重
H
困
軍
場
弧
墾
也
、

　
　
劇
當
今
務
狂
禁
習
癖
叢
叢
賦
芸
一
図

と
あ
る
◎
註
に
は
「
師
古
習
。
三
＋
者
。
垂
準
聾
”
璽
二
十
袋

也
。
」
と
云
ひ
、
「
盆
景
三
十
一
」
を
以
て
，
錐
賦
一
人
分
を
更

に
三
十
文
づ
》
熔
擁
す
る
こ
と
と
解
し
π
が
、
清
の
門
松

の
漢
書
西
舞
補
麟
に
は
一
矯
瞭
に
解
着
し
て

　
　
高
帝
紀
如
淳
註
，
引
鳳
漢
儀
注
一
輪
年
十
五
以
上
至
「
蓋
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
り
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ム
ハ
㌦
出
レ
賦
、
銭
人
再
二
十
爲
昌
一
園
山
晦
今
息
構
望
三
十
舶
是

　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む

　
　
む
　
む

　
　
百
五
十
爲
」
鋒
而
其
時
有
司
有
路
此
奏
一
面
未
γ
行
。
云
云
。

と
云
ひ
、
鋒
二
百
二
十
を
燃
し
て
百
五
十
と
す
る
の
意
嶽

と
定
め
て
居
る
。
次
に
漢
蕊
宣
帝
紀
、
甘
露
二
年
の
譲
に

「
減
闘
”
民
鋒
三
十
ご
と
み
つ
て
、
…
土
先
馬
の
補
註
に
「
漢
律
人

患
温
一
箪
鱒
筑
百
二
十
鈍
」

と
見
え
る
。
帥
ち
王
氏
は
一
等
百
二
十
鑓
の
申
三
十
銭
を

減
じ
て
九
十
銭
に
改
め
陀
と
見
倣
し
だ
の
で
あ
る
。
次
に

　
　
　
　
　
　
　
第
四
曲
號
　
　
　
逗
入
五
　
　
　
（
六
蝋
六
〉



齪
浬
圃
巻
　
　
研
　
面
処
　
　
算
駿
ド
鰍
｝
い
て
の
小
研
究

同
書
倦
成
帝
紀
・
建
言
二
年
の
條
に
は

　
　
誠
篇
天
下
賦
一
銭
鈴
四
十
，

と
あ
っ
て
、
註
に
「
孟
三
三
。
本
圃
百
二
十
、
今
二
二
賜
十
漣
爲
雌

八
十
ご
ど
見
え
る
Q
此
の
如
く
、
漢
書
に
は
箕
賦
の
翻
設

及
増
減
に
關
す
る
難
事
が
見
え
る
が
、
古
楽
の
註
削
回
は
，

就
ハ
の
剣
設
の
際
に
於
け
る
一
鐸
の
定
額
を
青
二
十
纐
…
・
と
す

る
の
み
な
ら
す
、
後
其
れ
が
増
さ
れ
る
…
場
含
に
は
百
二
十

饒
に
若
干
を
秘
し
π
と
解
繹
し
、
減
ぜ
ら
れ
る
場
合
に
も
，

い
つ
三
百
ご
十
鏡
か
ら
若
干
を
減
じ
覚
と
解
疑
し
て
居

る
。
此
の
三
絶
は
正
常
で
な
い
。
扁
鎌
百
二
十
鑓
と
い
ふ
こ

と
は
鷹
勧
の
舞
い
π
漢
律
及
漢
儀
注
に
一
貯
え
る
○
慮
勧
の

壌
い
海
漢
　
律
は
後
漢
の
露
獄
時
代
の
律
と
認
む
べ
き
こ
と

は
上
に
逓
べ
だ
如
く
で
あ
る
。
叉
総
理
注
も
後
漢
人
の
編

纂
と
稽
へ
ら
れ
る
も
の
で
暦
此
れ
に
記
さ
れ
覚
髄
度
は
、
必

ず
し
も
前
漢
國
初
以
來
の
制
度
で
な
い
。
下
に
遮
べ
る
姻

く
、
此
の
書
に
見
え
な
口
賦
の
鯛
度
の
善
き
は
、
萌
に
前

　
　
　
　
　
　
　
鑓
四
回
號
　
　
　
　
砂
八
山
ハ
　
　
（
六
一
七
）

漢
末
か
ら
後
漢
へ
か
け
て
行
は
れ
π
鋼
度
で
あ
る
Q
郵

淳
・
顔
師
古
等
が
、
漢
律
・
漢
置
注
に
見
え
陀
配
賦
の
定
額
を

以
て
、
直
に
麟
初
に
於
け
る
鋒
賦
翻
定
の
際
の
㎞
親
定
に
擬

し
π
の
は
、
制
度
に
三
遷
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
仕
方
で
め

る
〇
一
一
百
二
十
銭
の
定
め
は
、
慮
勧
の
引
い
陀
漢
舞
に

見
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
身
構
帝
臨
代
に
行
は
れ
陀
も
の

で
あ
る
こ
と
は
疑
を
逸
れ
ぬ
。
酋
後
書
漢
を
逓
じ
て
も
鋒

賦
の
定
額
の
漕
箪
を
掘
る
に
、
譲
受
に
於
て
は
、
前
に
福
…
げ

π
獺
く
、
数
回
の
干
草
が
行
は
れ
π
が
、
成
膏
建
始
二
年
の

改
正
を
打
留
め
と
し
て
、
其
れ
以
後
は
全
ぐ
一
定
し
π
O

さ
う
し
て
後
薬
一
代
の
職
は
、
前
漢
末
に
於
け
る
鋒
賦
の

定
額
を
其
盤
踏
襲
し
て
、
飼
の
獲
更
も
施
さ
な
か
つ
陀
◎

帥
ち
成
帝
建
始
二
年
に
改
正
さ
れ
礎
盤
賦
の
感
喜
が
、
晶
醜

漢
末
か
ら
後
漢
一
代
を
嘆
じ
て
行
は
れ
陀
の
で
あ
っ
た
。

斯
く
観
望
れ
ば
後
漢
獄
帝
時
代
の
鋒
賦
の
定
額
だ
る
百
二

十
鏡
は
戒
帝
建
売
二
年
改
正
の
結
果
で
あ
っ
だ
と
謂
は
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
潮
流
二
年
に
は
吋
鋒
に
附
き
四
十
鏡
だ



け
引
下
げ
ら
れ
だ
。
さ
う
し
て
其
の
結
果
が
百
二
十
鏡
と

爲
づ
π
の
で
あ
る
か
ら
、
引
下
げ
以
前
に
は
一
瓢
の
定
額

が
蔦
六
十
銭
で
あ
σ
π
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

難
点
よ
う
先
、
宣
帝
甘
露
二
年
に
は
一
箪
…
に
つ
き
三
十
鏡

だ
け
引
下
げ
ら
れ
托
。
故
に
甘
露
二
年
以
前
に
は
、
一
算
の

定
額
が
百
九
十
鈍
で
あ
っ
て
、
跳
の
年
引
下
げ
に
因
っ
て

百
六
十
鑓
と
爲
づ
π
と
、
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
文

帝
の
時
に
は
一
鐸
四
十
銭
で
あ
っ
陀
こ
と
が
、
前
に
引
用

し
た
漢
書
賃
描
雲
霧
に
見
え
る
Q
文
帝
が
民
力
休
養
に
努

力
し
だ
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
此
の
天
子
の
蒔
に
、
鋒
賦
の
僅

少
で
あ
っ
陀
の
は
事
實
で
あ
ら
う
。
武
帝
に
就
い
て
は
費

損
之
傳
に
は
大
に
群
鳥
を
増
加
し
把
と
云
ひ
、
漢
書
鷲

蘇
望
之
傳
に
は
五
加
し
な
か
つ
だ
と
云
ひ
双
方
輔
致
．
し
な

い
が
、
顧
ふ
に
交
帝
時
代
の
鋒
賦
の
定
額
と
宣
帝
の
初
の

算
賦
の
定
額
と
は
鈴
程
懸
離
れ
て
居
て
、
此
の
間
に
於
て

い
つ
か
奨
の
増
加
が
決
行
さ
れ
だ
筈
で
あ
る
か
ら
、
武
帝

が
鋒
賦
を
渋
し
た
と
い
ふ
貰
絹
之
の
言
が
、
寧
ろ
事
實
ら

　
　
　
僻
叩
四
丁
ぜ
　
　
研
　
究
　
　
謝
罪
賦
に
艶
…
い
て
の
小
研
究
、

し
く
受
取
ら
れ
る
Q
此
れ
も
前
に
敵
い
花
漢
書
西
域
傳
の

交
に
擦
れ
ば
、
征
和
中
に
於
け
る
領
髪
三
十
銭
塘
擁
の
議

は
實
行
さ
れ
な
か
つ
だ
ら
し
い
け
れ
ど
も
、
贔
よ
り
先
、

既
に
大
に
鋒
賦
が
鱈
加
さ
れ
て
居
た
の
か
も
測
り
難
い
か

ら
、
此
の
交
に
二
っ
て
、
武
帝
が
鋒
賦
を
粛
さ
な
か
つ
π

と
噺
定
す
る
こ
と
は
繊
來
な
い
。
高
麗
の
定
め
党
算
賦
の

定
額
が
文
帝
の
時
一
旦
引
下
げ
ら
れ
、
鳥
撃
の
時
復
引
上

げ
ら
れ
π
や
う
で
あ
る
が
、
委
し
い
事
は
分
か
ら
な
い
。

要
す
る
に
算
賦
の
定
額
を
詳
に
す
る
こ
と
の
跨
架
る
の
は

宣
帝
以
後
で
あ
る
○
さ
う
し
て
漢
律
・
漢
儀
注
に
見
え
紀
百

二
十
鏡
と
い
ふ
数
字
は
，
成
帝
建
始
二
年
の
規
定
に
係
る

の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
高
㍊
野
趣
の
制
度
で
な
く
、
此
れ

を
交
帝
の
踏
に
も
、
記
聞
の
時
に
も
宣
帝
怨
霊
の
時
に
も

常
鱒
…
め
る
古
人
の
解
騨
は
誤
謬
・
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

　
次
に
鋒
賦
の
密
接
の
關
係
あ
る
口
賦
に
就
い
て
繍
言
申

添
へ
て
置
か
う
。
口
賦
は
鋒
賦
を
納
め
な
い
幼
年
者
の
爲

第
四
鞭
伽
　
　
　
　
入
七
　
　
　
（
山
ハ
】
八
）

嘔



第
四
巻
　
　
研
究
　
　
算
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

設
け
ら
れ
だ
租
税
で
あ
っ
て
、
漢
書
謄
昭
帝
紀
、
元
鳳
廻
年

の
註
及
後
漢
書
光
武
帝
紀
の
註
に
引
か
丸
仁
漢
儀
注
の
文

に
媛
れ
ば
、
七
歳
以
上
十
四
歳
以
下
の
民
に
濃
し
て
、
一

人
毎
に
二
十
三
鏡
づ
曳
制
憲
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
う

し
て
二
十
三
鑓
の
中
、
三
絶
は
武
帝
の
時
欝
瀦
さ
れ
だ
の

で
、
奨
れ
以
前
に
は
二
十
鏡
で
あ
っ
π
こ
と
が
矢
張
上
述

の
瀧
湿
糠
に
兇
え
る
。
叉
七
歳
以
上
の
も
の
に
惣
鼠
を
譲

す
る
の
も
、
國
初
章
來
の
制
度
で
な
く
、
元
帝
の
蒔
、
御

史
大
夫
貢
高
の
奏
講
に
因
っ
て
定
め
ら
れ
鴬
こ
と
で
あ
っ

て
、
其
れ
ま
で
は
三
歳
以
上
の
も
の
に
轟
賦
が
課
せ
ら

れ
た
こ
と
は
、
漢
書
青
苧
禺
傳
に
盤
っ
て
知
ら
れ
る
。

（
辮
講
讃
鷺
墨
継
轡
螺
膝
蓋
鰐
鍵
萎
す
る
に
、

資
賦
は
、
算
賦
が
成
人
の
人
頭
税
で
あ
る
の
に
引
換
へ
、

幼
年
者
に
勢
す
る
人
頭
税
で
あ
る
Q
さ
う
し
て
漢
竹
註
に

福
…
げ
ら
れ
た
ロ
賦
の
劇
度
は
、
武
帝
の
蒔
と
元
帝
の
蒔
と

緬
…
度
の
更
改
を
繧
、
前
漢
に
亙
っ
て
行
は
れ
だ
も
め
で
、
決

し
て
國
初
以
家
の
定
制
で
は
な
か
つ
元
の
で
あ
る
G

◎

轄
翔
　
四
縫
脳
　
　
　
　
入
り
八
　
　
　
（
六
一
・
λ
V

　
　
　
　
轟

　
糞
賦
の
劔
度
其
物
に
就
い
て
は
略
池
べ
齢
し
だ
か
ら
、

次
に
は
直
轄
と
い
ふ
名
櫓
の
意
義
を
匙
ぺ
よ
う
（
）
鋒
賦
は

侮
故
に
鐸
と
い
ふ
文
字
を
冠
ら
さ
れ
て
居
る
か
。
此
れ
に

就
い
て
は
古
來
駅
瞭
な
説
閉
が
下
さ
れ
て
居
な
い
や
う
で

あ
る
が
、
併
し
決
し
て
む
つ
か
し
い
問
題
で
は
な
い
Q
鋒

は
既
の
場
合
で
は
入
を
錦
へ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち

人
戸
調
査
を
意
昧
す
る
。
漢
代
に
於
て
は
毎
楽
書
乃
人
口

調
査
を
行
っ
て
、
然
る
後
入
頭
税
が
徴
牧
さ
れ
た
か
ら
、

其
の
人
頭
税
が
算
賦
と
名
づ
け
ら
れ
π
の
で
あ
る
○
漢
代

に
人
目
調
査
の
行
は
れ
だ
徽
謹
は
乏
し
く
な
い
。
後
漢
書

蜷
姜
帝
紀
の
章
懐
太
子
の
註
に
引
か
れ
た
東
観
漢
竹
の
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

帝
元
初
鱈
年
の
認
に
は
「
方
今
八
月
案
比
薄
謝
云
云
」
と

あ
る
Q
．
δ
う
し
て
野
帰
太
子
は
案
比
を
解
し
て
「
謂
下
案
二
月

P
次
ゆ
比
之
占
也
」
と
云
っ
て
居
る
。
叉
晋
の
司
馬
彪
の
績
漢

書
禮
争
点
に
は



　
　
仲
秋
之
月
．
縣
道
皆
案
γ
戸
比
レ
民
。

と
見
え
る
。
仲
秋
が
八
月
を
斥
す
の
は
串
す
ま
で
も
な
い
◎

又
後
漢
書
聡
后
紀
上
の
初
に
は

　
　
　
　
，
　
　
　
O
O
O
　
O

　
　
漢
法
，
常
因
篇
八
月
鋒
v
人
。
姦
濫
中
大
塗
輿
篇
液
庭
藤
四
面

　
　
工
芸
輔
洛
陽
御
銭
闘
競
良
家
董
難
壁
長
里
後
蜜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

・
と
見
え
る
。
此
れ
に
櫨
…
つ
て
、
毎
年
八
月
の
人
口
調
査
が
、

案
比
の
外
、
鋒
人
と
も
呼
ば
れ
把
こ
と
が
縫
う
得
ら
れ
る
。

及
同
書
巷
試
江
蟻
壁
に
は

　
　
　
」
一
」
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
建
武
末
年
．
輿
γ
舞
露
雛
郷
学
毎
至
論
歳
時
藤
當
接
＊
比
刈
革

　
　
以
磁
石
不
“
欲
払
叉
鋤
鱒
自
在
論
書
中
一
娩
レ
車
，
不
レ
用
γ
牛
焉
．

と
見
え
る
○
此
の
文
に
は
八
月
と
い
ふ
こ
と
は
無
い
け
れ

・
ど
も
、
兎
に
角
建
武
粋
家
、
・
年
々
人
口
調
査
の
行
は
れ
π
こ

と
が
窺
は
れ
る
。
及
灘
玄
の
屑
繭
地
官
小
司
徒
の
註
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
鄭
司
農
云
、
五
家
爲
γ
比
。
故
以
ソ
比
爲
y
名
．
今
時
八
田
案

　
　
む

　
　
比
是
也
Q

と
あ
る
。
以
上
は
貌
れ
も
後
漢
に
於
て
年
々
人
訂
調
査
の

行
は
れ
π
例
諮
で
あ
る
。
さ
う
し
て
前
漢
に
此
の
鰯
度
の

第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
’
算
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

行
は
れ
だ
と
い
ふ
記
載
は
徳
は
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
併
し

後
漢
の
制
度
の
大
部
分
は
前
漢
の
制
度
を
踏
襲
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
人
口
調
査
の
制
は
後
漢
の
嫌
な
る
建
武
年

聞
か
ら
既
に
存
在
し
把
こ
と
、
人
ぼ
調
査
と
最
麿
接
な
…
關

係
の
あ
る
鋒
賦
が
前
漢
か
ら
行
は
れ
π
こ
と
ふ
鋳
漢
で
始

め
て
鋒
賦
を
設
け
だ
高
観
四
年
八
月
の
四
月
と
い
ふ
月
が

後
漢
の
人
口
調
査
の
磯
期
π
る
望
月
と
相
一
致
す
る
こ
と

な
ど
を
考
合
せ
れ
ば
、
人
口
調
査
は
後
漢
に
至
っ
て
始
め

て
越
つ
π
も
の
で
な
く
、
前
後
爾
漢
を
貫
い
て
戦
績
し
π

も
の
と
見
る
の
が
監
獄
で
あ
ら
う
。
人
口
調
査
は
、
三
國

以
後
、
箕
賦
が
虚
び
る
と
嗣
時
に
塵
れ
て
し
ま
つ
な
が
、

此
の
二
つ
の
棚
度
は
、
互
に
相
終
始
し
陀
の
で
あ
ら
う
。

さ
う
し
て
人
口
調
査
が
鎌
と
呼
ば
れ
把
か
ら
、
人
矯
調
査

の
結
果
に
照
ら
し
て
一
人
一
人
か
ら
徴
牧
さ
れ
る
租
税
恕

鋒
賦
と
名
づ
け
、
其
の
租
税
の
麗
位
を
μ
鋒
と
呼
ん
だ
の

で
あ
ら
う
。
人
欝
調
査
の
貴
任
岩
が
縣
で
あ
っ
た
こ
と
は

前
に
掲
げ
露
盤
漢
害
や
後
漢
書
の
文
に
擦
っ
て
知
ら
れ
る

第
鴎
號
　
　
　
入
九
　
　
（
六
二
〇
〉



第
四
巻
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究
　
　
算
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

が
触
併
し
恐
ら
く
ば
縣
の
禽
長
が
親
ら
一
縣
の
人
民
を
悉

く
瓢
檜
し
だ
の
で
は
な
く
、
活
躍
の
有
秩
∴
郷
佐
な
ど
い
ふ

村
役
人
に
命
じ
て
實
際
の
調
査
を
行
は
「
し
め
、
縣
の
霊
長

は
之
を
監
督
し
だ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
○
薪
く
し

て
、
毎
年
八
凋
、
人
口
の
調
査
が
行
は
れ
、
薩
に
引
績
い

て
鋒
賦
の
徴
牧
が
行
は
れ
だ
で
あ
ら
う
Q

　
鋒
賦
の
舛
、
漢
書
に
は
鋒
と
呼
ば
れ
だ
租
税
が
少
く
な

い
。
景
帝
の
蹄
に
は
醤
に
遺
し
π
○
帥
ち
警
萬
鈍
毎
に
一

鐸
百
二
十
七
を
徴
し
た
。
武
帝
の
蒔
に
は
関
銭
二
千
毎
に

一
鋒
二
十
銭
を
徴
し
把
○
又
照
車
に
も
毒
し
酷
に
も
赤
し

π
o
當
蒔
課
税
物
件
の
輩
種
を
定
め
て
興
れ
か
ら
一
定
の

銭
を
徴
養
す
る
場
合
に
総
べ
て
箕
と
云
つ
だ
。
此
れ
は
其

の
仕
組
が
箪
賦
に
似
て
居
る
と
こ
ろ
が
ら
、
鋒
と
い
ふ
言

葉
を
借
り
て
用
ひ
π
の
に
過
ぎ
な
い
○
從
っ
て
鋒
の
本
來

の
意
義
を
此
庭
に
求
め
る
こ
・
と
は
出
來
な
い
。

　
鋒
賦
の
鋒
の
意
義
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
賦
と
呼

ば
れ
る
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
此
れ
は
次
項
に
、
鈴
賦

　
　
　
　
　
　
　
第
四
購
脚
　
　
　
九
〇
　
　
　
（
晶
ハ
ニ
ー
）

の
叢
説
を
論
ず
る
に
當
っ
て
、
膚
ら
説
き
及
ぶ
こ
と
に
爲

る
か
ら
此
塵
に
は
逓
べ
ぬ
○

岡
醐

　
昏
絶
は
何
時
か
ら
始
ま
つ
だ
で
あ
ら
う
か
○
漢
書
に
高

租
四
年
八
月
に
始
め
て
鋒
賦
を
設
け
陀
と
い
ふ
記
載
の
あ

る
二
老
は
、
前
に
掲
げ
π
通
り
で
あ
る
が
、
此
れ
は
唯
漢

代
に
於
け
る
鋒
賦
翻
設
の
年
月
を
示
し
だ
“
け
で
あ
っ
て

駕
し
も
獣
医
の
謹
源
と
は
見
ら
れ
な
い
。
算
賦
が
漢
に
始

ま
る
か
湿
た
漢
心
葡
か
ら
存
在
し
た
か
は
刷
に
考
察
を
費

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O
此
れ
に
就
い
て
先
づ
雛
ぐ
べ
き
は

漢
書
餐
＋
食
貨
志
に
引
か
れ
だ
遠
谷
督
の
言
に

　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
む

　
至
レ
秦
則
魚
田
職
篇
賦
蠣
鐵
之
利
二
二
十
倍
於
古
つ

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
董
仲
督
は
漢
の
初
葉
の
大
儒
で
あ

る
か
ら
、
此
の
人
に
俄
っ
て
傳
へ
ら
れ
た
秦
の
劔
．
痩
は
大

膿
信
ず
る
に
足
ら
う
○
從
っ
て
膚
食
貨
志
の
交
に
蝿
げ
ら

れ
だ
、
幾
代
に
口
語
の
存
在
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
先
づ
事



實
と
認
め
て
宜
う
し
か
ら
う
。
ロ
賦
ぱ
再
認
の
姉
妹
税
と

も
謂
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
糞
賦
は
姉
で
鷺
賦
は
妹
で
あ

る
。
姉
が
妹
に
先
だ
つ
て
生
れ
る
如
く
、
成
人
の
人
頭
税

セ
る
鋒
賦
が
先
づ
葎
在
し
て
、
然
る
後
幼
年
の
入
頭
税
怠

る
口
熱
が
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
鉛
。
幼
年
の
人
頭
税

が
、
成
人
の
人
頭
税
に
先
だ
つ
て
存
在
す
る
と
い
ふ
こ
と

は
到
底
有
り
得
べ
き
で
な
い
○
故
に
秦
代
に
口
賦
が
存
在

し
た
以
上
は
、
鈴
賦
も
均
し
く
存
在
し
た
と
認
め
て
差
支

な
い
箒
で
あ
る
。
爾
ほ
漢
省
罐
四
鮭
錯
傳
の
、
錯
が
文
帝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
認
ノ

上
つ
だ
書
に
は

　
　
今
奏
之
験
レ
卒
也
、
有
禽
死
之
害
↓
糞
垂
二
録
南
之
穿
り
死
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
う
　
む
　
む

　
　
事
之
後
，
不
レ
得
二
鋒
之
復
鱒
天
下
明
知
二
黒
烈
憶
い
己
也
、

　
　
陳
勝
行
γ
戊
，
至
”
於
大
澤
鱒
爲
昌
天
下
先
儲
湘

と
あ
る
Q
灘
錯
は
董
紳
得
よ
り
も
稽
先
輩
で
、
仲
膏
は
景

帝
の
時
博
士
と
爲
つ
泥
が
、
錯
は
是
よ
先
、
文
帝
の
時
太

常
掌
故
と
爲
う
、
中
大
夫
と
二
つ
陀
。
さ
う
し
て
交
帝
の

命
に
因
っ
て
故
の
秦
の
博
士
な
る
善
南
の
畜
生
に
就
い
て

第
四
磐
　
研
究
　
箪
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

隷
書
を
受
け
に
。
彼
は
其
の
縛
代
か
ら
言
っ
て
も
、
・
秦
の

鱒
士
だ
る
伏
生
に
親
譲
し
だ
顯
か
ら
言
っ
て
も
、
秦
代
の

事
に
就
い
て
は
董
仲
野
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
精
確
な
智

識
を
持
っ
て
居
π
筈
で
あ
る
。
右
贔
錯
傳
に
蝶
れ
ば
、
彼

は
、
秦
代
に
於
て
は
戦
傭
濤
の
遺
族
と
錐
一
鰹
郎
ち
纂
賦

一
人
前
の
弛
除
に
も
與
ら
な
か
つ
陀
と
慰
べ
て
居
る
。
郎
、

ち
城
代
に
箪
賦
の
行
は
れ
だ
こ
と
を
明
言
し
て
居
る
。
此

れ
は
董
仲
野
の
需
に
比
し
て
一
暦
的
確
に
秦
代
に
於
け
る

算
賦
の
存
在
を
謹
聴
す
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
要
す
る

に
難
錯
・
董
魯
好
二
家
の
言
に
盤
れ
ば
、
詩
賦
か
漢
代
に
飴

ま
つ
だ
の
で
な
く
、
秦
か
ら
畿
倶
し
家
つ
た
こ
と
は
、
搬

疑
を
解
れ
な
い
。

　
箕
賦
が
秦
代
か
ら
存
在
し
た
こ
と
は
上
逃
の
鋪
く
で
あ

る
○
町
代
と
は
秦
の
天
下
統
一
の
時
代
を
揖
す
○
董
仲
野

の
言
ふ
、
厨
は
、
秦
の
諸
侯
時
代
の
事
と
統
一
時
代
の
事
と

を
一
括
し
π
も
の
メ
や
う
で
あ
る
が
、
澱
錯
の
言
は
統
一

時
代
の
事
と
受
取
ら
れ
る
Q
故
に
彼
等
の
言
に
態
っ
て
‘
知

第
四
號
　
　
　
　
・
九
】
　
　
　
（
ゐ
ハ
ニ
ー
…
）



　
　
　
第
凹
巻
L
　
研
究
　
　
鐸
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

り
得
ら
れ
る
算
賦
施
行
の
時
期
は
、
秦
の
天
下
統
扁
の
誌

代
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
○
然
ら
ば
鐸
賦
は
秦
の
天
下

統
一
時
代
に
始
ま
つ
陀
の
で
あ
ら
う
か
。
若
し
さ
う
で
な

い
と
す
れ
ば
滋
強
か
ら
始
ま
つ
陀
の
で
あ
ら
う
か
。
私
は

此
の
問
題
を
解
決
す
る
關
鍵
と
し
て
史
記
瑠
秦
本
紀
、
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

公
の
條
に

　
　
十
四
∵
年
．
初
爲
“
賦
川
．

と
あ
る
の
を
暴
げ
る
○
さ
う
し
て
、
此
慮
に
謂
ふ
と
こ
ろ

の
賦
は
、
や
が
て
二
世
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
圭
張
す
る
Q

次
に
疏
ハ
の
理
由
を
説
明
し
よ
う
。

　
（
一
）
秦
本
紀
の
賦
は
軍
・
贈
と
解
す
べ
き
こ
と
　
秦
本
紀

孝
公
十
四
年
の
條
の
註
に

　
　
徐
慶
臼
。
鯛
昌
違
濫
之
法
一
也
。
索
騒
日
．
誰
目
引
。
一
壷
軍

　
　
罫
引
、

と
あ
る
。
帥
ち
徐
廣
は
賦
を
貢
賦
と
解
し
、
謙
周
は
軍
賦

と
解
し
π
の
で
あ
る
が
、
議
周
の
方
が
適
當
で
あ
る
。
賦

は
説
交
直
ハ
に
賦
敏
也
と
云
ひ
、
廣
一
租
税
を
意
味
す
る

　
　
　
　
　
　
　
第
鰹
號
　
　
　
　
九
二
　
　
　
（
晶
ハ
ニ
三
V

や
う
に
解
越
し
て
居
る
。
置
字
に
糊
置
な
用
法
も
勿
論
あ

る
が
、
併
し
其
れ
は
廣
義
の
場
合
で
あ
っ
て
、
血
肥
に
軍

賦
の
意
に
燭
ひ
ら
れ
て
居
る
。
左
傳
昭
公
瞬
年
の
緑
に

　
　
　
　
　
む

「
獅
子
瀧
作
轟
丘
賦
ご
と
あ
り
、
春
秋
哀
公
十
二
年
の
傑
に

　
　
　
　
つ

「
春
寒
闇
薦
賦
に
と
あ
る
の
賦
は
就
れ
も
軍
賦
で
あ
る
○
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

傳
成
公
元
年
の
「
誠
宣
叔
倉
轟
衛
レ
賦
繕
完
，
具
昌
守
備
び
の
賦
も

恐
ら
く
ば
購
様
で
♪
‘
0
ら
う
。
欝
欝
食
貨
前
上
の
周
の
鋼
度

を
蛾
鳩
べ
だ
礁
…
に
も

　
　
有
γ
賦
有
㍗
醗
、
税
野
島
公
田
什
一
及
工
商
面
面
之
入
↓
也
．

　
　
む

　
　
斌
共
婦
曽
車
馬
甲
兵
士
徒
之
役
鱒

と
云
ひ
、
賦
を
軍
賦
と
解
し
て
居
る
。
要
す
る
に
賦
の
切

詰
め
ら
れ
π
意
昧
は
軍
賦
で
あ
る
。
孝
公
十
四
年
の
綴
に

賦
を
欝
る
と
め
る
の
も
、
如
上
の
例
と
同
楼
、
軍
賦
と
解
…

す
べ
き
で
あ
っ
て
、
斯
く
解
し
て
始
め
て
意
義
を
生
す
る

の
で
あ
る
○
徐
廣
の
用
ひ
π
三
三
と
い
ふ
言
葉
は
甚
曖
隊

で
あ
る
◎
貢
は
説
交
ぜ
、
貢
灘
功
也
乏
あ
っ
て
、
民
の
製

作
晶
を
献
納
す
る
意
で
あ
る
。
顧
ふ
に
貢
は
本
來
被
溶
者

か
ら
任
意
麟
に
上
に
献
納
…
す
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て



賦
が
蕨
義
廣
義
に
拘
は
ら
す
、
張
制
的
に
縮
付
を
命
魯
さ

れ
る
の
と
自
ら
相
違
し
て
居
る
○
周
禮
の
天
官
太
宰
や
地

官
遽
人
な
ど
に
は
賦
貢
叉
は
貢
賦
と
い
ふ
熟
字
が
見
え
る

が
、
此
れ
は
銑
れ
も
賦
と
貢
と
の
二
つ
を
指
す
の
で
あ
っ

て
、
此
の
こ
宇
が
扁
つ
の
意
義
を
形
成
す
る
の
で
は
な
い
。

徐
廣
の
．
湧
醐
璽
貝
賦
は
此
れ
と
異
な
っ
て
、
一
つ
の
鋼
度
と

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
さ
り
と
て
侮
を
意
瞭
す
る

で
あ
ら
う
か
。
若
し
貢
獄
の
意
と
す
れ
ば
、
其
れ
が
瀬
瀬
γ

賦
の
賦
の
解
繹
と
し
て
不
適
當
で
あ
る
の
は
申
す
ま
で

も
無
い
。
心
算
の
意
で
な
い
と
す
れ
ば
、
何
を
序
す
か
全

く
奔
か
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
孝
公
＋
四
年
号
設
け
ら
れ

た
賦
の
解
繹
と
し
て
は
、
徐
廣
を
捨
て
素
餐
規
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
（
二
）
箪
賦
も
王
難
賦
で
あ
る
こ
と
．
第
一
箇
の
初
に
禍

げ
π
如
く
、
菅
菰
が
厳
い
だ
漢
儀
注
の
文
に
は
、
鋒
賦
の
用

途
を
説
明
し
て
爲
レ
治
”
庫
兵
車
馬
扁
と
あ
る
○
漢
は
京
師
麗

麗
國
に
そ
れ
ノ
＼
武
庫
が
あ
っ
て
兵
器
を
申
し
て
居
だ
。

第
四
轡
　
　
研
究
　
　
㌶
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

庫
兵
と
は
此
の
此
武
庫
の
兵
器
に
外
な
ら
鍛
○
車
馬
も
兵

車
及
軍
用
の
馬
匹
で
あ
る
。
算
賦
は
兵
器
及
軍
用
の
車
馬

を
製
造
す
乃
費
用
に
充
て
ん
が
爲
徴
牧
せ
ら
れ
る
も
の
で

取
う
も
直
さ
す
軍
賦
で
あ
る
。
漢
代
に
於
け
る
國
民
の
軍
・

事
上
の
負
携
は
、
兵
器
車
馬
製
造
費
の
支
出
と
兵
役
に
服

す
る
こ
と
』
の
二
つ
で
あ
っ
π
○
兵
役
に
は
、
二
十
三
歳

以
上
五
十
六
歳
以
下
の
男
子
を
し
て
服
せ
し
め
る
掟
で
あ

っ
だ
が
、
規
定
の
銭
を
納
付
す
る
も
の
は
、
此
れ
を
弛
れ

る
こ
と
が
毘
來
π
o
其
の
服
役
免
除
の
代
償
と
し
て
納
赫

す
る
税
を
名
づ
け
て
更
賦
と
云
つ
だ
Q
心
癖
も
多
い
意
昧

か
ら
言
へ
ば
軍
賦
で
あ
ら
う
が
、
併
し
此
れ
は
兵
役
に
代

は
る
綴
帆
灘
の
贈
連
発
で
あ
っ
て
、
本
爽
Ψ
の
斡
諜
質
は
賦
で
な
ぐ

役
で
あ
る
Q
從
っ
て
此
れ
を
負
耀
す
る
も
の
も
國
民
の
一

部
に
過
ぎ
な
い
。
‘
本
甲
の
軍
賦
と
し
て
園
民
全
部
の
負
澹

し
だ
の
は
、
兵
器
車
馬
製
出
の
費
π
る
鋒
賦
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
漢
重
語
帝
紀
の
恵
帝
即
位
の
誰
に

　
　
ム
」
吏
山
型
百
石
以
上
。
父
母
｛
背
子
輿
誕
鍼
居
禰
及
故
申
災
嘗
鰍
r

　
　
　
　
　
　
　
第
四
購
酬
　
　
　
・
九
顧
昌
　
　
（
六
ご
幽
）

ら



　
　
　
第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
算
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
將
軍
都
尉
印
弔
特
γ
兵
。
肉
畜
欄
二
千
石
蔵
印
“
者
。
家
唯
鈴
鵬

　
　
り
　
　

　
　
軍
賦
っ
磯
之
暦
レ
析
Ψ
與
、

と
あ
る
が
、
此
慮
に
謂
ふ
軍
賦
も
鋒
賦
と
凝
霜
す
べ
き
で

あ
る
。
宋
の
王
慮
麟
の
玉
海
憺
擁
食
貨
の
警
も
、
漢

軍
賦
と
い
ふ
見
出
し
の
下
に
、
麺
字
を
以
て
帥
錬
賦
と
註

し
。
本
文
に
は
右
惑
帝
即
位
の
認
を
繋
げ
て
居
る
。
王
氏
も

二
色
を
軍
賦
と
解
し
た
の
で
あ
る
○

　
（
三
）
算
賦
は
㎜
単
に
賦
と
も
呼
ば
れ
π
こ
と
　
銑
に
第
一

籔
に
醗
卜
し
π
如
く
、
漢
書
に
は

　
　
　
　
　
　
ヌ
　
　
　
む

　
　
孝
交
皇
帝
略
民
賦
四
十
難
雛
畷
翻
品
触
ザ
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
前
有
講
奏
欲
7
猛
昌
民
屋
三
計
噌
助
“
遊
堀
鹸
繕
畷

　
　
婆
下
蜘
餐
學
・
藩
瓶
一

な
ど
あ
る
が
、
此
の
賦
は
眺
れ
も
算
賦
を
意
干
す
る
。
…
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

儀
注
に
も
「
人
違
・
†
五
二
路
十
山
ハ
凹
出
レ
賦
」
・
と
云
っ
て
、
賦
の

一
字
を
算
賦
の
意
味
に
用
ひ
て
譲
る
○
鋒
賦
の
飾
、
灘
賊
・

翼
賦
な
ど
賦
字
を
帯
び
た
租
税
が
あ
る
に
拘
は
ら
す
、
箪

に
賦
と
言
へ
ば
、
此
等
の
租
税
を
意
昧
せ
す
し
て
、
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
第
M
四
號
　
　
　
　
九
四
　
　
　
（
六
ご
五
）

糞
賦
を
石
窯
し
だ
こ
と
は
、
人
を
し
て
海
賦
が
賦
の
本
膿

で
あ
っ
陀
こ
と
を
思
は
し
め
る
○
鄭
玄
の
周
禮
天
官
太
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　

の
薦
挙
の
注
に
は
「
立
謂
。
群
口
輩
出
レ
泉
也
。
今
圭
算
泉
、
或

む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

謂
二
之
賦
一
翼
爽
駅
名
翼
」
と
あ
る
○
鄭
玄
が
九
賦
を
口
輩
泉

を
還
す
の
法
と
解
し
陀
の
は
、
漢
代
に
於
け
る
賦
宇
の
意

義
を
典
儘
周
藤
に
當
膿
め
た
も
の
で
、
周
到
の
解
輝
と
し

て
は
失
常
で
あ
る
が
．
併
し
其
の
言
ふ
、
燐
は
、
漢
の
鋒
賦

の
考
究
上
、
大
に
参
考
と
爲
る
。
要
す
る
に
、
漢
代
に
於

て
、
賦
の
一
字
が
算
賦
を
意
適
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る

が
、
其
れ
を
推
嬢
め
て
観
れ
ば
、
鋒
賦
は
賦
の
本
膿
で
あ

り
、
且
つ
算
賦
の
芸
名
は
賦
の
一
字
だ
け
で
あ
っ
陀
と
考

へ
る
こ
と
が
戯
來
る
○

　
（
鰻
）
職
幽
以
前
の
菅
薦
も
兵
器
車
馬
費
の
徴
牧
で
あ
っ

π
と
鵡
萄
へ
ρ
つ
れ
る
、
」
一
こ
　
戦
國
、
か
a
っ
渤
．
つ
て
鳳
雛
代
へ
か
甘
）

て
の
軍
賦
も
矢
張
漢
代
と
同
様
、
兵
器
車
馬
の
費
用
を
徴

便
す
る
こ
と
で
あ
っ
π
と
鷺
へ
ら
れ
る
。
詩
経
小
雅
信
南

出
の
義
疏
に
引
か
れ
党
司
馬
法
に



　
　
四
書
爲
レ
邑
。
四
邑
爲
レ
鰯
，
有
冒
戎
馬
一
匹
．
牛
三
頭
ゆ
是
P

　
　
匹
馬
蝿
牛
岡
四
邸
爲
レ
殉
．
傭
壇
志
ハ
・
†
四
井
。
綴
暴
長
穀
一
乗
。

　
　
馬
運
筆
．
牛
十
二
頭
型
士
三
人
，
歩
卒
七
十
二
人
刈
業
楯

　
　
備
，
灘
聾
之
乗
編
η

と
あ
る
の
で
、
此
れ
に
態
っ
て
、
牛
馬
甲
兵
も
砦
民
問
か

ら
…
徴
牧
さ
れ
た
や
う
に
考
へ
る
入
が
、
古
か
ら
少
く
な
い

の
で
あ
る
が
、
必
し
も
左
榛
で
な
い
Q
司
馬
法
は
瓦
器
の

蒔
、
齊
の
威
王
が
拭
払
を
し
て
古
の
兵
法
を
集
め
し
め
陀

と
傳
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
果
し
て
實
際
に
行
は
れ

π
も
の
か
、
撫
た
兵
象
の
理
想
を
描
い
た
の
に
過
ぎ
な
い

か
疑
は
し
い
。
鍵
し
駆
れ
に
し
て
も
右
の
交
に
書
ふ
厨
を

以
て
兵
器
車
馬
の
汚
物
を
徽
牧
す
る
こ
と
玉
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
の
理
由
は
無
い
。
一
定
の
土
地
に
甥
し
て
、
一
定
の

●
兵
器
を
饗
訂
し
得
べ
き
費
用
を
制
當
て
る
意
膿
に
解
託
す

る
こ
と
が
出
早
る
。
清
の
恵
士
奇
纏
説
曙
及
朱
大
詔

の
誓
事
求
三
思
纒
隠
謀
に
は
、
左
簿
周
禮
等
の
記
事
を
讃

膿
と
し
て
周
の
制
度
に
於
て
は
車
馬
兵
器
は
皆
公
家
に
依

第
四
懸
　
　
．
研
　
究
’
　
算
賦
に
競
｝
い
て
の
小
研
究

っ
て
製
造
し
若
し
く
は
牧
養
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
だ
こ

と
を
説
い
て
居
る
が
、
私
は
職
歴
に
鞭
て
も
左
様
で
あ
っ

π
ら
う
と
考
へ
る
○
漢
代
で
は
、
車
馬
は
太
僕
に
依
っ
て
製

造
し
若
し
く
は
牧
養
さ
れ
、
兵
器
は
郡
國
の
工
官
に
依
つ

で
製
造
さ
れ
、
武
庫
に
依
っ
て
保
管
き
れ
把
。
漢
代
で
す

ら
点
苔
で
あ
る
の
に
、
其
れ
よ
り
も
工
業
の
一
層
幼
稚
で

あ
っ
た
周
代
な
り
春
秋
職
圃
な
う
に
撃
て
、
聖
跡
に
向
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
兵
器
類
の
上
納
を
強
塗
し
だ
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
要

す
る
に
職
濯
幽
瞬
・
代
に
於
け
る
蟹
・
賦
も
車
馬
兵
器
嚢
の
徴
牧

で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
G
從
っ
て
孝
公
十
四
年

の
賦
を
…
以
て
車
馬
兵
器
費
支
点
の
爲
の
点
頭
醗
と
解
…
鐸
す

る
こ
と
は
、
當
跨
一
般
の
軍
賦
憤
激
と
少
し
も
拝
格
し
な

い
の
で
あ
る
。

　
震
購
網
憾
め
考
究
に
擦
れ
ば
孝
公
ナ
四
年
翻
設
の
賦
も

漢
の
舞
賦
も
同
じ
く
軍
賦
で
あ
る
○
さ
う
し
て
舞
賦
は
漢

代
に
総
て
一
つ
に
賦
と
呼
ば
れ
π
の
み
な
ら
す
、
嘗
て
専

賦
と
呼
ば
れ
π
欝
憤
さ
へ
あ
る
○
叉
軍
賦
と
し
て
車
馬
兵

第
㎞
幽
號
　
　
　
　

九
五
　
　
　
（
山
ハ
｝
｝
山
ハ
》

◎



第
四
儲
　
　
研
　
究
　
　
算
賦
に
競
…
い
て
の
小
鯉
燐
究

器
の
費
用
を
徴
験
す
る
こ
と
は
決
し
て
譜
代
に
始
ま
ら
な

　
い
の
で
、
修
飾
時
代
に
於
て
も
既
に
左
様
で
あ
っ
挺
と
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
即
ち
孝
公
の
賦
と
漫
の
鋒
賦
と
は
、

．
大
婚
に
於
て
、
名
實
倶
に
一
致
し
て
居
る
と
謂
ふ
こ
と
が

欝
隠
る
。
況
ん
や
難
賦
は
、
漢
の
み
な
ら
す
、
秦
の
天
下

統
一
時
代
に
も
既
に
存
在
し
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
其
れ
が

秦
の
諸
綻
時
代
に
淵
源
す
る
こ
と
は
、
固
よ
り
異
し
む
に

足
ら
澱
。
此
等
の
理
由
に
帳
っ
て
、
私
は
、
孝
公
十
四
年

の
賦
と
漢
の
算
賦
と
を
同
一
制
度
と
断
定
し
、
漢
の
鈴
賦

の
起
源
を
孝
必
十
四
年
に
係
け
る
。

　
孝
公
十
四
年
は
糖
質
が
秦
の
政
治
を
切
6
・
回
し
陀
時
で

あ
る
○
秦
本
紀
に
摩
れ
ば
商
鞍
は
孝
公
三
年
に
始
め
て
用

ひ
ら
れ
、
十
年
に
大
鷲
縫
と
爲
う
、
二
十
二
年
に
商
聡
に

藪
慧
ら
れ
、
二
十
四
年
孝
委
卒
し
、
争
恵
文
王
立
つ
と
共

に
勢
力
を
失
ひ
、
謀
反
の
嬢
疑
を
憂
け
て
謙
鐵
さ
れ
た
G

始
め
て
賦
の
爲
ら
れ
た
孝
公
十
國
年
は
、
彼
が
一
身
を
以

て
秦
の
内
治
鋤
政
の
衝
に
欝
り
、
継
勢
一
國
を
傾
け
セ
時

餓
〃
四
纏
　
　
　
　
九
山
ハ
　
　
（
六
二
七
）

で
あ
る
か
ら
、
賦
の
翻
設
も
欝
欝
の
方
寸
か
ら
毘
で
た
も

の
と
認
む
べ
｝
、
・
で
あ
ら
う
。
商
鞍
は
種
々
の
改
革
を
行
ひ
、

且
つ
平
鋼
度
を
布
い
て
、
黒
髪
は
勿
論
、
後
世
ま
で
も
多

大
の
影
響
を
及
ぼ
し
だ
が
、
尊
し
私
の
翻
上
の
湾
察
が
誤

り
で
な
い
と
す
れ
ば
，
彼
が
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
赫
に

丸
窓
の
剣
設
を
激
へ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
○

点
呼
蕉
商
看
列
傳
に

　
　
　
　
ド

　
　
孝
公
触
以
機
長
漁
協
嫡
庶
糞
、
卒
定
昌
麺
法
之
少
、
分

　
　
民
錨
H
費
狂
而
相
敬
司
連
坐
員
不
レ
饗
し
姦
濫
腰
斬
，
告
レ
姦

　
　
蒋
輿
レ
新
纏
縫
一
同
ダ
賞
，
匿
〆
姦
襲
撃
レ
降
“
敵
岡
ソ
罰
。
民
有
昌

　
　
二
男
以
上
一
難
逸
興
藩
倍
巽
斌
働
事
娠
冠
蠣
驚

　
　
藍
玉
軍
功
一
離
漿
以
“
罪
障
出
語
爵
一
叢
二
私
闘
一
考
。
各
以
漏
輕

　
　
重
一
爲
5
刑
、
大
小
偲
r
カ
。
本
業
耕
織
，
属
国
凹
粟
畠
榊
多
識
4
3
復
篇

　
　
其
身
口
事
凹
歯
型
及
怠
而
貧
濤
。
黎
以
爲
“
股
筆
呵
宗
室
非
γ

　
　
有
昌
軍
功
司
論
不
レ
得
レ
爲
“
鵬
籍
一
．
長
州
奪
卑
欝
秩
等
級
噌
各

　
　
以
職
差
次
茗
鳳
野
選
庚
妾
衣
服
一
幅
蒙
次
↓
タ
功
藩
顯
榮
、

　
　
無
y
功
君
，
錐
γ
発
振
γ
所
熱
勢
華
而



と
あ
っ
て
、
其
中
に
、
「
民
有
㌧
圃
…
男
以
上
一
瓢
勢
異
｝
着
倍
昌
其

賦
こ
と
見
え
る
。
所
謂
賦
は
秦
本
紀
孝
公
十
四
年
の
賦
と
詞

一
で
、
矢
張
後
の
箪
賦
で
あ
ら
う
。
翻
ち
商
敬
は
、
分
家

を
従
燵
ず
る
爲
、
二
男
以
上
み
つ
て
分
家
し
な
い
も
の
に

封
し
て
は
、
二
倍
の
鎌
賦
を
諜
す
る
こ
と
奥
定
め
だ
の
で

あ
る
。
但
し
右
商
君
列
傳
に
嬢
れ
ば
此
の
制
度
も
、
他
の

多
ぐ
の
鋼
度
と
同
機
，
商
鞍
が
孝
公
に
仕
へ
た
初
に
施
行

さ
れ
た
や
う
で
あ
る
◎
帥
ち
賦
の
飼
設
さ
れ
だ
孝
公
十
四

年
以
前
の
事
の
や
う
で
あ
る
が
、
毛
際
は
さ
う
で
は
あ
る

ま
い
○
右
の
文
に
列
暴
さ
れ
惣
、
多
方
歴
に
亙
っ
た
重
大
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

震
害
が
、
一
朝
に
し
て
費
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ま
い
。

「
宗
室
非
ゾ
有
駆
軍
功
殉
論
不
レ
得
レ
爲
勘
鵬
籍
e
と
い
ふ
や
う
な
宗

室
に
不
利
盆
な
改
革
な
ど
は
事
．
殊
に
實
行
困
難
で
あ
っ
て
、

當
時
猫
ほ
一
介
の
淫
婦
の
距
に
過
ぎ
な
い
商
鞍
の
カ
で
は

縦
倉
孝
公
が
彼
を
信
任
し
麓
と
言
へ
、
窓
易
に
行
は
れ
さ

う
に
は
考
へ
・
ら
れ
な
い
Q
顧
ふ
に
右
の
文
は
盛
手
の
改
輩
・

の
大
要
を
一
摺
し
て
逸
ぺ
だ
も
の
で
、
必
し
も
同
時
に
行

第
四
懸
　
　
研
究
　
　
鑛
賦
ド
就
い
《
の
小
研
究

は
れ
だ
の
で
な
く
、
自
ら
館
後
志
遽
の
別
が
あ
っ
陀
で
あ

ら
う
。
さ
う
し
て
取
分
異
岩
の
賦
を
倍
す
る
法
に
至
っ
て

は
蓋
孝
公
十
四
年
賦
創
設
の
後
に
定
め
ら
れ
泥
も
の
で
あ

ら
．
）
o

　
秦
漢
の
鐸
賦
が
乾
癬
…
に
淵
源
す
る
こ
と
は
王
逃
の
如
く

で
あ
る
が
、
然
ら
ば
。
侮
故
に
商
験
の
時
に
始
め
て
斯
榛

な
制
度
が
起
つ
だ
で
あ
ら
う
か
。
商
鞍
以
前
に
於
け
る
秦

の
軍
賦
は
ど
ん
な
鰯
度
に
依
つ
だ
の
で
あ
ら
う
か
Q
瓦
秦

以
外
の
欝
金
は
ど
ん
な
軍
賦
の
鋼
度
を
用
ひ
陀
の
で
あ
ら

う
か
○

∵
商
鞍
以
前
に
於
け
る
秦
の
軍
賦
制
度
鉾
に
繭
秦
以
舛
の
諸

國
の
軍
斌
制
度
は
甚
詳
で
な
い
○
喉
手
掛
か
り
と
爲
る
の

は
春
秋
成
公
元
年
の
條
に
「
作
繍
丘
艶
ご

と
あ
り
、
尊
前
に
述
べ
た
如
く
左
傳
昭
公
四
年
の
條
に
「
鄭

子
塵
作
穐
邸
賦
ご
と
あ
り
、
春
秋
哀
公
十
二
年
の
條
に
「
春
用
駄

第
瞳
號
　
　
　
九
七
　
　
（
六
二
入
）



　
　
　
策
四
懸
　
　
研
究
　
　
雛
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

田
文
」
と
あ
b
、
司
馬
法
に
も
、
一
耶
か
ら
戎
馬
一
匹
、
牛
三

頭
を
一
旬
か
ら
長
穀
馬
牛
耳
若
子
を
出
す
べ
き
規
制
の
存

す
る
こ
と
で
あ
る
。
邸
は
、
三
盛
小
司
徒
・
司
馬
法
等
に
見

れ
ば
牽
六
七
の
地
で
、
旬
は
六
十
四
井
の
地
で
あ
る
○
郷

甲
・
鰯
賦
に
就
い
て
は
、
古
來
照
々
な
解
騨
が
あ
っ
て
、
蹄

す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
併
し
乱
れ
も

翔
と
い
ふ
大
さ
の
土
地
に
馨
し
て
罰
當
て
ら
れ
た
軍
器
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
こ
と
は
疑
を
呉
れ
灘
。
田
賦
も
矢
張
土
地
を
月
標
と

し
て
の
注
解
で
あ
る
こ
と
は
疑
無
い
○
即
ち
春
秋
・
左
傳
．

司
馬
法
等
に
見
え
る
軍
賦
は
皆
土
地
を
目
標
と
し
、
共
の

灰
有
者
に
罰
嘗
て
ら
れ
配
も
の
で
あ
る
。
此
れ
を
、
偲
人

を
標
的
と
す
る
漢
の
算
賦
・
商
鞍
の
賦
に
比
較
す
れ
ば
、
其

の
性
厩
最
に
顯
署
な
相
違
が
あ
る
○
物
疏
前
者
は
商
工
業
が
幼

稚
で
、
愚
民
の
盈
全
部
が
農
民
で
あ
う
、
絡
べ
て
の
事
が

土
地
を
幕
礎
と
し
て
打
倒
さ
れ
る
時
代
の
制
度
で
あ
り
、

後
者
は
農
財
嚢
の
生
業
も
大
分
螢
達
し
、
且
つ
個
人
的
の

活
動
が
漸
ぐ
著
し
く
孕
り
、
個
人
と
い
ふ
も
の
が
就
會
に

　
　
　
　
　
　
　
策
　
四
　
號
　
　
　
　
九
ゴ
〈
　
　
　
（
山
ハ
一
轍
九
）

璽
き
を
毒
す
時
代
に
登
生
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
商
鋏

以
前
、
精
密
に
言
へ
ば
孝
公
十
四
年
以
携
に
於
け
る
秦
の

軍
賦
の
制
疫
は
詳
で
な
く
、
深
く
疑
へ
ば
、
或
は
全
然
存
在

し
な
か
つ
陀
か
も
測
り
難
い
が
、
併
し
、
魯
郷
な
ど
に
於

て
は
、
春
秋
時
代
か
ら
軍
斌
の
行
は
れ
セ
こ
と
を
怨
へ
ば
、

由茶

ﾉ
於
て
も
、
　
一
種
の
軍
賦
が
あ
っ
セ
と
見
る
の
が
愛
當

で
あ
ら
う
Q
果
し
て
軍
賦
が
存
在
し
だ
と
す
れ
ば
、
奨
れ

は
恐
ら
く
ば
土
地
を
饅
襟
と
す
る
種
類
の
も
の
で
あ
っ
だ

ら
う
。
さ
う
し
て
、
賦
の
名
が
孝
公
十
四
年
に
始
の
て
用
ひ

ら
れ
π
の
を
槻
抽
ば
、
其
れ
以
前
の
総
轄
は
賦
と
い
ふ
名

跡
を
帯
び
な
か
っ
た
こ
と
曳
推
定
さ
れ
る
。
或
は
鰯
甲
と

云
っ
た
や
う
な
名
樗
で
あ
っ
だ
か
も
知
れ
鍛
。
或
は
礎
租

の
附
量
器
と
し
て
僅
ば
か
う
徴
験
さ
れ
、
別
に
名
鵬
も
無

か
つ
だ
か
も
知
れ
ぬ
。
名
辮
に
於
て
も
實
質
に
於
て
も
、

委
し
い
こ
と
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
兎
に
角
土

地
を
穏
標
と
す
る
軍
賦
が
存
在
し
陀
の
で
あ
ら
う
。
秦
以

外
に
於
て
は
、
魯
鄭
は
牢
す
ま
で
も
な
く
、
其
他
の
園
々



も
、
春
秋
食
代
に
は
概
ね
土
地
を
目
標
と
す
る
今
田
を
用

ひ
惣
の
で
あ
ら
う
。
職
國
降
代
に
至
っ
て
は
、
他
の
國
々

に
於
て
も
軍
斌
と
し
て
人
頭
税
を
用
ひ
た
も
の
が
あ
っ
π

か
も
測
り
難
い
が
、
現
存
の
載
籍
に
は
見
出
［
さ
れ
な
い
◎

管
子
君
二
海
王
篇
に
は
「
萬
乗
之
國
、
正
九
百
萬
也
、
月
島
三

十
銭
之
籍
。
爲
。
銭
三
千
萬
ご

と
あ
り
、
同
平
虫
輕
璽
丁
篇
に
も
「
請
以
レ
禽
籍
．
人
ご
一
十
鑓
刈

得
7
以
昌
五
穀
寂
粟
一
決
ポ
其
鰻
欝

と
あ
っ
て
入
頭
税
を
徴
験
す
べ
き
等
張
が
掲
げ
ら
れ
て
居

る
響
子
は
小
柳
司
氣
準
正
の
研
究
（
齢
糊
韓
煮
転
識
）

に
櫨
㎝
れ
ば
、
士
＋
と
し
て
、
職
事
の
末
に
於
て
韓
非
子
一
派

の
手
に
成
つ
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
職
國
末
期
に
於
て
、

入
頭
税
が
法
家
の
下
灘
に
依
つ
で
研
究
さ
れ
セ
こ
・
と
は
認

め
ら
れ
る
○
併
し
秦
以
外
に
於
て
、
軍
馬
と
し
て
人
頭
税

を
用
ひ
だ
國
は
勿
論
、
輩
に
人
頭
税
を
用
ひ
興
野
さ
へ
も

見
出
す
こ
と
は
餓
來
な
い
Q
群
動
十
四
年
に
於
け
る
人
頭

麗
の
設
定
は
秦
に
於
け
る
最
初
の
試
み
で
あ
る
の
み
な
ら

　
　
　
第
四
立
願
　
研
究
　
　
繍
算
賦
に
就
い
て
の
小
研
究

す
、
恐
ら
く
ば
吉
代
支
那
全
膿
を
通
じ
て
の
最
初
の
試
み

で
あ
ら
う
。

　
商
業
が
箪
賦
と
し
て
入
墨
税
を
翻
寓
し
把
こ
と
は
時
勢

に
も
因
り
、
又
彼
の
政
策
に
も
因
る
。
前
に
掲
げ
た
商
君

細
蟹
に
見
え
る
響
く
、
彼
は
農
業
を
漿
働
し
、
商
工
を
抑
縢

し
セ
G
此
の
政
策
は
二
餌
に
於
て
、
常
時
商
工
業
に
從
事

す
る
も
の
、
齢
ち
祈
謂
末
利
を
事
と
す
る
も
の
が
矯
廓
し

つ
玉
あ
っ
π
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
此
の
時
代

に
於
い
て
、
土
地
を
豆
蔵
と
す
る
軍
賦
を
施
行
す
れ
ば
、

其
の
負
澹
は
濁
り
農
民
に
豊
艶
、
商
工
業
者
は
憂
く
之
を

弛
れ
る
こ
と
玉
凝
り
、
農
を
捨
て
奥
商
工
に
趨
る
傾
向
を

助
長
す
る
。
人
頭
税
を
行
へ
ば
農
民
も
商
｝
⊥
業
潜
も
扁
標

に
其
れ
を
負
醸
す
る
か
ら
如
上
の
弊
害
を
去
っ
て
、
清
極

的
に
農
を
保
護
す
る
こ
と
メ
簸
る
。
是
れ
蓋
し
彼
が
人
頭

税
を
採
用
し
π
理
由
の
一
つ
で
め
ら
う
○
叉
商
鞍
は
二
男

以
上
の
分
家
し
な
い
も
の
に
は
賦
を
倍
し
て
典
の
労
家
を

促
卑
し
把
。
後
に
は
全
く
父
子
兄
弟
の
家
を
同
じ
う
し
て
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四
號
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第
四
奮
誤
　
研
　
究
　
　
鎌
賦
ド
就
い
て
の
ム
研
隔

棲
息
す
る
を
禁
距
し
起
。
此
れ
は
畢
覧
個
人
を
し
て
十
分
・

に
滑
動
せ
し
め
よ
う
と
ず
る
も
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、

翼
の
結
果
と
し
て
、
土
地
が
開
墾
さ
れ
、
農
業
が
盛
に
な

り
、
官
民
倶
に
嘗
裕
と
な
る
の
を
期
…
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

繊
の
設
定
も
皆
此
れ
と
薫
じ
趣
旨
か
ら
畠
で
陀
と
謂
ふ
こ

と
が
出
來
る
。
分
家
し
な
い
も
の
に
謁
し
て
賦
を
倍
す
る

の
は
、
分
家
を
促
し
、
間
接
に
華
人
の
活
動
を
誘
動
ず
る

方
法
で
あ
る
が
、
賦
邸
ち
人
頭
税
暴
物
が
銑
に
個
人
の
奮

趨
活
動
を
劇
激
し
強
捌
す
る
手
段
に
外
な
ら
ぬ
。
職
嫉
蒔

代
は
階
級
門
閥
が
衰
へ
、
個
人
の
カ
が
駿
揮
さ
れ
髭
蒔
代

で
あ
る
が
、
商
鞍
は
此
の
大
勢
を
手
強
く
鞭
遷
し
惣
。
軍

功
あ
る
も
の
に
王
爵
を
授
け
る
の
も
握
れ
で
あ
る
。
宗
室

と
錐
軍
功
が
無
け
れ
ば
号
鐘
を
除
く
の
も
耽
括
れ
で
あ
る
。

分
家
促
進
の
法
も
其
れ
で
あ
る
。
さ
う
し
て
賦
曲
物
の
制

皮
に
も
同
じ
意
味
が
見
繊
さ
れ
る
の
で
あ
る
○
以
上
の
こ

個
條
は
商
鞍
が
人
頭
税
を
起
し
て
軍
勢
に
充
て
だ
主
な
る

理
跳
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤

　
　
　
　
へ

第
　
m
摺
　
號
　
　
　

鳳
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○
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賦
は
、
典
の
測
設
の
蒔
か
ら
、
漢
の
鋒
賦
と
漏
じ
く
銭

に
依
っ
て
黒
垂
さ
れ
陀
か
否
か
は
疑
…
問
で
あ
る
。
職
國
時

代
に
於
て
は
漸
次
貨
幣
維
濟
が
登
達
し
つ
》
あ
っ
だ
が
、

其
の
蛮
達
の
程
度
は
地
方
に
依
っ
て
粗
帯
し
た
や
う
で
あ

る
。
商
業
や
交
遍
の
欺
況
如
何
に
繊
う
、
叉
貨
幣
の
原
料
の

有
無
多
寡
等
に
依
っ
て
、
貨
幣
流
纒
の
駿
態
も
様
々
で
あ

っ
だ
ら
し
い
。
秦
に
於
て
、
一
般
人
民
か
ら
人
頭
税
と
し

て
鏡
を
徴
陣
し
得
る
ほ
ど
、
鏡
が
行
渡
っ
て
居
た
か
ど
う

か
は
疑
問
で
あ
る
G
孝
公
の
賦
が
銭
を
以
て
納
め
ら
れ
陀

か
、
窟
畠
叉
は
米
穀
を
以
て
納
め
ら
れ
た
か
は
貌
れ
と
も

明
言
し
難
い
。

　
最
後
に
鯵
賦
の
黒
鍵
に
就
い
て
一
言
し
よ
う
○
礎
賦
が

鋒
賦
よ
り
後
れ
て
設
け
ら
れ
だ
こ
と
は
、
共
の
縫
質
か
ら

見
て
、
疑
を
縮
れ
な
い
○
鞭
っ
て
、
孝
公
十
四
年
算
斌
翻

設
の
際
に
は
、
鷺
賦
は
ま
だ
設
け
ら
れ
な
か
つ
だ
こ
と
を

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
灘
○
さ
う
し
て
、
其
後
、
秦
が
天
下

を
一
統
し
尋
で
滅
亡
す
る
ま
で
の
聞
に
設
定
さ
れ
穴
の
で



あ
る
が
、
果
し
て
何
蒔
で
あ
っ
元
か
夢
か
ら
な
い
。
難
賦
　
人
頭
税
が
特
に
算
賦
と
睡
ば
れ
る
や
う
に
爲
つ
た
の
も
口

と
い
ふ
名
器
は
、
黙
し
も
幼
年
者
の
人
頭
税
を
意
饗
し
な
　
賦
が
添
設
さ
れ
て
彼
此
相
客
激
す
る
悩
婁
が
艦
っ
て
か
ら
・

い
け
れ
ど
も
、
便
宜
王
此
の
名
辮
を
用
ひ
て
鋒
賦
と
○
随
　
の
事
で
あ
ら
う
。

別
し
彪
の
で
あ
ら
う
○
初
は
軍
に
賦
と
呼
ば
れ
た
成
人
の

　
　
　
　
　
　
チ
ェ
ル
ス
キ
族
の
興
康
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
i
羅
馬
．
帝
厳
幽
の
封
ゲ
ル
マ
轟
政
策
に
縛
す
る
一
研
究
一

文
學
士
植
村
清
之
助

鋼

　
チ
ェ
以
ス
キ
（
Ω
6
讐
・
。
鼠
）
の
名
は
既
に
夙
く
ケ
ー
ザ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

の
ガ
リ
ャ
戦
記
中
に
見
え
て
居
る
G
紀
元
筋
五
三
年
ケ
ー

ザ
戸
が
再
度
ラ
イ
ン
を
絨
㌻
民
て
ゲ
ル
マ
一
一
内
櫨
叩
に
・
攻
め
入

っ
た
時
に
、
爽
頃
か
ら
ゲ
ル
マ
ニ
種
族
中
無
二
の
親
羅
馬

派
で
あ
っ
π
ウ
ビ
ィ
ー
族
a
σ
…
酌
）
は
恐
摂
し
て
忽
憩
使
者

を
遣
ぼ
し
、
忠
誠
を
誓
ひ
毎
軍
を
勢
ふ
て
只
管
其
歓
心
を

甑
卍
四
病
　
　
研
　
究
　
　
チ
ェ
ル
ス
ギ
族
の
懸
謙
腰
に
就
い
て
、

求
め
だ
が
、
彼
等
は
爾
來
ケ
ー
ザ
ル
の
命
に
慮
じ
て
専
敵

櫨
…
偵
察
の
任
に
當
た
る
こ
・
と
玉
な
つ
だ
○
．
其
甜
戦
告
中
・
に
、

ス
言
（
。
。
・
墨
銀
召
馳
癬
露
識
騒
調
馬
麟
福

ぶ
駕
鰯
鰍
僕
藩
聖
誕
蕊
鶴
）
は
遽
一
邊
池
子
ケ

ニ
・
シ
沓
（
切
・
§
…
・
・
警
・
樋
響
錫
講
評
蒸
磁
蟷
〉

迄
懇
漏
し
て
、
こ
の
絶
勝
に
写
り
死
力
を
質
し
て
羅
馬
軍

と
華
墨
ふ
用
意
を
整
へ
て
居
る
旨
を
告
げ
、
且
つ
こ
の
バ

ケ
昌
ス
の
森
林
は
ス
エ
ビ
と
チ
ェ
ル
ス
キ
族
と
の
境
界
を

鑑
四
購
㎜
　
　
　
｝
○
叫
　
　
　
（
六
蝸
｝
三
）


